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今月の表紙

広報かねやま

KANEYAMA
４月行事予定表

１（火）

２（水）

５（土）

７（月）

８（火）

15（火）

16（水）

23（水）

24（木）

25（金）

28（月）

29（火）

１歳児・２歳児歯科健診

すこやか相談

第15回認定こども園めごたま入園式

金山小入学式・始業式・新任式

金山中入学式・始業式・新任式

心配ごと相談

新庄南高金山校入学式・始業式

乳児健診

心配ごと相談

すこやか相談

読み聞かせ・お話会

ベビーマッサージ・ママケア教室

鯉の放流（大堰）

心の健康相談

春季消防演習（前揃え同日開催）

４
202 5
№ 7 4 8

April

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
新
た
な
学
校

や
学
年
の
始
ま
り
を
迎
え
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
親
と
し
て
心
に
留
め
て
お
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
人
間
の
最
大
の
罪
は
不
機
嫌
で
あ
る
」

文
豪
ゲ
ー
テ
の
言
葉
で
す
。
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

し
よ
う
と
し
た
朝
、
親
か
ら
小
言
を
言
わ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ

の
日
は
不
機
嫌
な
状
態
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
不
機
嫌
は
伝
播

し
、
友
達
を
も
不
機
嫌
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
生
に
注
意

を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
一
日
を
過
ご
し
て
帰
宅

し
た
ら
、
ま
た
、
親
か
ら
し
か
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新

年
度
の
始
ま
り
は
、
大
人
に
と
っ
て
も
忙
し
い
も
の
で
す
。
心

に
余
裕
が
な
い
と
、
つ
い
つ
い
小
言
を
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
一
方
、
笑
顔
で
家
庭
の
朝
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
ら
、
学

校
で
も
笑
顔
の
好
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
対
し
て
、「
人
間
の
最
大
の
功
は
笑
顔
で
あ

る
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
不
機
嫌
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
朝
ド
ラ

「
お
む
す
び
」
の
主
人
公
「
結
」
の
対
応
か
ら
学
び
た
い
と
思

い
ま
す
。
気
難
し
い
患
者
た
ち
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
、
な
ぜ
そ
ん
な
態
度
を
と
る
の
か
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

て
い
き
ま
す
。
相
手
の
心
の
状
態
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
で
、

見
え
て
く
る
も
の
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
そ
う
で
す
。
私
が
校
長

時
代
に
毎
朝
や
っ
て
い
た
の
が
、
タ
ッ
チ
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
手
と
手
を
合
わ
せ
て
声
を
掛
け
ま

し
た
。
気
に
な
る
子
が
い
た
ら
、
後
で
担
任
に
伝
え
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
笑
顔
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え

ま
し
た
。
笑
顔
の
好
循
環
が
、
家
庭
に
、
校
内
に
、
町
中
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

４/６～４/15　春の交通安全県民運動
４/16～４/22　春の火災予防運動

ゼロカーボン通信

まちの予算

まちのわだい

町政NEWS

お知らせ掲示板

防災コラム・ほっとクリニック
わたしと金山

図書室だより・地域おこし協力隊通信
東京金山会通信・ぶんげい

小野和俊副町長　退任挨拶

P３

P４

P６

P10

P11

P12

P14

P16

目 次

教 育 長 室 か ら 笑 顔 の 好 循 環

教
育
長

　
　

須
藤
　

信
一

　３月８日、金山町地域子育
て支援センターおひさまで
「ママ工房」が開催されまし
た。ママ工房では春（イース
ター）をイメージしたフォト
ブースが設置された他、撮影
した写真で制作する缶バッジ
コーナーやお茶会が開催さ
れ、多くの親子連れで賑わい
ました。

表紙：髙橋凪ちゃん（板橋）
◀左：柴田陽翠ちゃん（十日町）

かねやまゼロカーボン通信  vol.17

　家庭照明のＬＥＤ化は、効率的で取り組みやすい省エネ対策です。白熱電球や蛍光灯と比べて、寿命や消費電力
などで大きなメリットがあります。使用していない部屋や廊下などの照明のこまめな消灯も心掛けて、家庭での省
エネに取り組みましょう。

白熱電球、電球形蛍光ランプから電球形ＬＥＤランプに切り替えた場合の省エネの効果（年間比較）

54Ｗの白熱電球から7.5Ｗの電球形ＬＥＤランプに交換した場合
電力使用量：93.00kWhの削減　電気代：約2,883円の節約　ＣＯ²の削減量：39.9㎏

12Ｗの電球形蛍光ランプから7.5Ｗの電球形ＬＥＤランプに交換に交換した場合
電力使用量：9.00kWhの削減　電気代：約279円の節約　ＣＯ²の削減量：3.9㎏

　なお、令和５年11月に開催された「水銀に関する水俣条約　第５回締約国会議」において、一般照明用の蛍光
ランプの製造・輸出入を令和９年12月31日までに段階的に廃止（※注１）することが決定されました。家庭照明の
ＬＥＤ照明への切り替えをおすすめします。

※注１…すでに使用している製品の継続使用、廃止日までに製造された製品（在庫）の売り買いや使用が禁止され
るものではありません。

　製造・輸出入が禁止になる一般照明用の蛍光ランプ
についての詳細は、こちらを確認してください。

【問合せ】　役場環境整備課　環境下水道係
　　　　　☎29-5631

食品トレーリサイクルについてのお願い

　令和７年１月より「カップラーメン容器」と
「納豆の容器」は「回収できない食品トレー」
に変更になりましたので、食品トレーの分別
回収にご協力お願いします。

エネ電球へ取り換えましょう！

電球の取り換え効果

各電球、ランプの特徴

※経済産業省資源エネルギー庁「省エネポータルサイト」より引用

【経済産業省チラシ】
詳しくはこちら▶

【日本照明工業会HP】

しばた ひすい

たかはしなぎ

白熱電球 電球形蛍光ランプ 電球形LEDランプ
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次
の
時
代
へ
の
第
一
歩

　
町
制
施
行
１
０
０
年
を
迎
え
、
次
の
時

代
へ
の
第
一
歩
と
な
る
令
和
７
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
町
づ
く
り

の
歩
み
を
踏
ま
え
、
安
心
、
安
全
、
子
育

て
支
援
な
ど
未
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成

を
意
識
し
、
一
般
会
計
予
算
が
前
年
度
比

４
億
円
以
上
増
加
と
な
る
過
去
最
大
の
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
町
民
が
「
住
み
続

け
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
町
で
あ
る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
優
先
的
に
年
間
予
算
を
維

持
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
等
の

重
点
推
進
施
策
に
つ
い
て
は
、
特
別
枠
と

し
て
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
調
和
し

た
町
づ
く
り
を
引
き
続
き
実
践
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
役
場
総
合
政
策
課 

財
政
係

　
　
☎
29

－

５
６
０
４

まちの
予算

令和７年度
一 般 会 計50億6,100万円前年度比9.4％増加

●主な重点事業

役場庁舎非常用電源装置整備事業

子育て支援事業

学校給食共同調理場運営事業

中学校校舎天井棟照明LED化事業

デジタル化推進事業

IP告知放送スピーカー機能向上等事業

GIGAスクール端末購入委託事業

ホットハウスカムロ整備事業（実施設計等）

町制施行100周年記念事業

新エネルギー地域活性化事業

育児支援事業（出産祝金・家庭育児支援金等）

プレミアム付き商品券発行事業

●会計別予算額

一般会計

国民健康保険特別会計（直診勘定）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計（資本的支出）

水道事業会計（収益的支出）

下水道事業会計（資本的支出）

下水道事業会計（収益的支出）

２億5,867万円

１億7,192万円

7,636万円

5,391万円

5,061万円

3,960万円

3,094万円

2,200万円

2,187万円

1,800万円

1,247万円

1,227万円

５０億6,１00万円（+9.4％）

２億2,880万円（+3.3％）

８,１４0万円（+4.1％）

７億７,００0万円（▲1.7％）

8,460万円（▲58.3％）

２億990万円（+4.8％）

１億6,150万円（+0.1％）

２億1,380万円（+2.2％）

 地域とともに新たな時代を

【役場庁舎非常用電源装置整備事業】２億５,８６７万円

　災害が発生した際に、災害対策本部として役場庁舎
を優先的に稼働させるため、非常用電源装置設備を整
備します。６年度の実施設計に引き続き、本工事等経
費を予算計上しています。

【プレミアム付き商品券発行事業】　　　１,２27万円

　商店街活性化対策支援として、春と秋にプレミアム
付き商品券を発行します。

【記念映像スピンオフ作品等制作事業】　　４１６万円

　金山中学生がフィールドワークやワークショップを通し
て町の魅力や郷土への理解を深める様子を映像化した町制
施行１００周年記念映像スピンオフ作品を制作します。

　保育料完全無償化（給食費含む）を実施し、子ども・
子育て支援事業の充実、乳幼児期の教育・保育の支援
を拡大します。

　小学校及び中学校に安心・安全な学校給食を提供し
ます。子育て支援策の一環として、７年度から児童・
生徒の給食費無償化を実施します。

　重点推進施策に位置付けるデジタル化推進事業は推
進強化期間の３年目を迎えます。金山町DX推進事業
計画をもとにデジタル事業を実践していきます。

【子育て支援事業】　　　　　　　　１億7,192万円 【学校給食共同調理場運営事業】　　　　7,636万円 【デジタル化推進事業】　　　　　　　　5,061万円

※（　　　）内は前年度比増減率。

歳入歳出

地方譲与税・各交付金
1億6,764万円
（▲1.3％）

繰越金・諸収入ほか
2億4,745万円
（+56.0％） 町税

4億1,058万円
（▲2.7％）

地方交付税
22億8,514万円
（+1.1％）

使用料及び手数料
4,980万円
（▲5.8％）

衛生費　　　　
2億7,896万円（+0.2％）

農林水産業費
2億8,516万円（▲1.9％）

商工費
2億1,133万円
（▲13.3％）

寄附金
2億300万円
（+67.8％）

国・県支出金
5億9,904万円
（+5.8％）

土木費・
災害復旧費
5億1,489万円
（▲8.2％）

教育費
5億8,705万円
（+26.0％）

公債費
4億5,679万円
（+2.0％）

労働費・消防費ほか
2億7,387万円
（+26.9％）

議会費
6,762万円（▲5.4％）

繰入金
4億7,725万円
（+25.1％）

総務費
13億6,468万円
（+26.2％）

民生費
10億2,065万円
（+5.2％）

町債
6億2,110万円
（+25.6％）

※円グラフの（　　）内は前年度比増減率

※写真はイメージです※写真はイメージです

※写真はイメージです※写真はイメージです ※写真はイメージです ※写真はイメージです
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月22日新庄市ゆめりあで第４期目となるもがみジオ
ラマ完成お披露目会が開催され、景観、建物、鉄道が

一体になった作品が展示されました。新庄神室産業高校３年庄
司吏希さん（谷口）、長倉海音さん（荒屋）、長澤蓮さん（十日町）、
松田伊織さん（朴山）の他、町外在住の生徒10名が金山町をテ
ーマにしたジオラマを約１年かけて制作し、金山の街並みを緻
密に表現したほか、町にはない新幹線を走らせるなど、夢のあ
る作品となりました。制作に関わった松田さんは「景観や建物
の魅力を感じてもらえるようリアルさにこだわった。ジオラマ
を見て興味を持った人が実際に町を訪れ、良さを感じてもらう
きっかけになってほしい」と想いを語りました。

２

M
a
ch
i 
n
o
 W
a
d
a
i

築を学ぶ高校生が職住一体の家をテーマに設計提案を競う「建築甲子園」
が開催され、新庄神室産業高校３年伊藤遥都さん（七日町）と森光咲さん

（新庄市）のチームが全国で入賞を果たしました。コンセプトは「丘の上の漬物や
さん」で居住・加工場・店舗・カフェが一体となり地域との関わりを重視した設計。
伊藤さんは「制作には半年以上の時間をかけた。今後は山形県の建物やシンボルの
建築に貢献していきたい」と語り、森さんは「これからも学び続け、人に寄り添っ
た建築士になりたい」と意気込みました。

建 いとう はると もり みさき

しょう

じ り　き ながくら かいと

まつだ いおり

ながさわ れん

金山町の街並みを緻密に再現
高校生が作り上げたジオラマの世界

新庄神室産業高校３年生チーム
設計提案を競う「建築甲子園」で入賞

卒業式

和６年度山形県市町村広報コンクールの審査結果が発表さ
れ、金山町が「一枚写真部門」「映像作品部門」でそれぞれ

最高賞である「特選」を、「広報誌部門」「組み写真部門」で「入賞」
を受賞しました。特選を受賞した２作品は全国広報コンクールに推薦
されます。また、令和７年度採用職員採用試験ＰＲポスターも全国広
報コンクールへの推薦が決まり、全国への切符を３枚獲得しました。
受賞は町民の皆様のご協力があってのこと。広報活動にご協力をいた
だいている町民の皆様に心から感謝いたします。

令

県広報コンクール
最高賞特選２枠・入選２枠を受賞

身近なわだい、お寄せください。
総務課 広報・DX推進係

☎29－5601

広報かねやま

KANEYAMA

　
美
し
い
高
原
に
た
た
ず
む
ホ
テ
ル
シ
ェ
ー
ネ

ス
ハ
イ
ム
金
山
。
金
山
杉
と
古
城
の
レ
ン
ガ
で

建
築
さ
れ
、
神
室
の
大
自
然
に
調
和
し
た
姿
は

ま
る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ド
イ
ツ
に
あ
る
集
落
の
よ

う
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん

な
異
国
情
緒
溢
れ
る
ホ
テ
ル
の
一
画
にC

A
FÉ

＆
BA
R

「Kam
uro hütte

」（
以
下「
ヒ
ュ
ッ

テ
」）
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
大
友
淳
さ
ん
。
ヒ

ュ
ッ
テ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
は
仙
台
市
の
冷

凍
食
品
会
社
に
勤
め
、
大
手
食
品
会
社
の
商
品

管
理
や
現
場
立
ち
上
げ
、
新
人
教
育
を
約
20
年

間
行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
大
友
さ
ん

は
な
ぜ
、
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
約
１
５
０
キ
ロ

離
れ
た
大
自
然
の
中
で
ヒ
ュ
ッ
テ
を
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
仙
台
市
内
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
大
友
さ
ん
と

澤
野
さ
ん
は
趣
味
で
あ
る
山
菜
取
り
や
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
む
た
め
、
東
北
各
地
を
巡
り
、
様
々

な
人
や
土
地
柄
に
触
れ
、
多
く
の
見
聞
を
深
め

ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
を
過
ご
す
中
、
山
菜
採

り
に
誘
わ
れ
、
な
に
げ
な
く
訪
れ
た
金
山
町
の

大
自
然
と
人
々
の
あ
た
た
か
さ
に
魅
せ
ら
れ
金

山
町
に
移
住
す
る
こ
と
を
決
意
。「
神
室
ト
ラ

ウ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
池
田
達
哉
さ
ん
や
神
室
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
の
菅
圭
一
さ
ん
、
遊
学
の
森
の
三

上
重
幸
さ
ん
、ホ
テ
ル
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
金
山

の
庄
司
大
寛
さ
ん
、
認
定
こ
ど
も
園
め
ご
た
ま

の
井
上
亘
先
生
な
ど
、
金
山
町
に
移
り
住
む
前

に
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
様
々
な
話
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
金
山
町

や
神
室
一
帯
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う

強
い
信
念
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」
と
大
友
さ
ん
。

「
金
山
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
出
来
た

事
は
大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。
私
た
ち
が
ま

広報かねやま　2024.9 ④広報かねやま　2024.9⑤

だ
観
光
客
だ
っ
た
頃
、
神
室
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
雰
囲

気
は
い
い
の
に
明
か
り
の
灯
ら
な
い
ホ
テ
ル
の

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
見
か
け
、
寂
し
さ
を
感
じ

た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
『
こ
の

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
い
…
』
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
」
そ
う
澤
野
さ
ん
は

続
け
ま
す
。
熱
い
想
い
を
持
つ
町
民
に
刺
激
を

受
け
た
大
友
さ
ん
と
飲
食
店
経
営
が
夢
だ
っ
た

澤
野
さ
ん
は
、
活
用
さ
れ
る
頻
度
が
減
っ
て
い

た
ホ
テ
ル
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
金
山
の
「
レ
ス

ト
ラ
ン
パ
ル
」
を
ヒ
ュ
ッ
テ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を
決
意
。
令
和
６
年

４
月
か
ら
金
山
町
で
の
く
ら
し
を
始
め
ま
す
。

　
お
店
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
さ
っ
そ
っ
く
準

備
を
は
じ
め
た
二
人
は
ホ
テ
ル
の
雰
囲
気
に
合

わ
せ
、
ド
イ
ツ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
メ
ニ
ュ
ー
作

り
と
S
N
S
で
の
オ
ー
プ
ン
の
告
知
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。「
特
に
メ
ニ
ュ
ー
に
は
強
い
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
き
た
り
な
メ
ニ

ュ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
ヒ
ュ
ッ
テ
に
食

べ
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
る
大
友
さ
ん
は

令
和
６
年
６
月
28
日
、念
願
のC

A
FÉ＆

BA
R

「K
am
uro hütte

」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し

た
。「
ド
イ
ツ
語
で
『
山
小
屋
』
と
い
う
意
味

な
ん
で
す
。
ホ
テ
ル
の
雰
囲
気
に
も
合
う
し
、

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
う
澤
野
さ

ん
。
続
け
て
「
晴
れ
た
日
に
テ
ラ
ス
席
に
座
っ

て
み
る
と
、
自
分
で
も
『
こ
の
場
所
最
高
』
と

思
い
ま
す
。
目
の
前
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
同
じ

エ
リ
ア
に
は
山
形
県
初
の
管
理
釣
り
場
『
神
室

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ロ
ッ
ジ
』
が
間
も
な
く

完
成
す
る
予
定
で
す
。
ヒ
ュ
ッ
テ
は
ア
ウ
ト
ド

ア
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
カ
フ
ェ
、
お
酒
好

き
に
は
た
ま
ら
な
い
場
所
に
な
り
ま
し
た
」
と

嬉
し
そ
う
に
魅
力
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ヒ
ュ
ッ
テ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
に
あ
た
り
、
二

人
に
は
大
き
な
目
標
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ

目
は
神
室
の
フ
ァ
ン
や
金
山
町
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
こ
と
。
単
な
る
飲
食
店
と
し
て
の
役
割
だ

け
で
な
く
、
金
山
町
の
魅
力
発
信
や
観
光
案
内

の
一
助
を
担
い
、
ホ
テ
ル
や
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

の
利
用
者
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
。
２
つ
目
は
町
の
活
性
化
の
た
め
、

奮
闘
す
る
多
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー（
挑
戦
者
）

が
交
流
し
・
学
び
・
模
索
す
る
こ
と
が
出
来
る

拠
点
に
し
て
い
く
こ
と
。
大
友
さ
ん
に
と
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
は
町
外
か
ら
移
り
住
ん
で

き
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
町
の
た
め

に
奔
走
し
て
き
た
区
長
さ
ん
や
議
員
さ
ん
、
地

区
の
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、若
者
の
事
を
指
し
、

熱
い
想
い
を
持
っ
た
町
民
が
夢
を
語
れ
る
環
境

を
こ
こ
か
ら
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
ヒ
ュ
ッ
テ
は
人
と
人
と
を
紡
ぐ
交
流
の
場
と

し
て
、
そ
し
て
人
々
が〝
夢
〞を
語
れ
る
場
所
に

生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
の
魅
力
を

多
く
の
人
に
伝
え
、
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ

れ
は
二
人
が
初
め
て
金
山
町
に
訪
れ
た
時
に
感

じ
た
感
覚
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

カ
ム
ロ

ヒ
ュ
ッ
テ

い
け
だ
た
つ
や

か
ん
け
い
い
ち

か
み

み

し
げ
ゆ
き

し
ょ
う
じ
と
も
の
り

い
の
う
え
わ
た
る

町
の
未
来
を「
対
話
」か
ら
模
索
し
て
い
き
た
い

２
人
が
描
く
、
地
域
に
根
差
し
たC

A
FÉ＆

BA
R

私
た
ち
の
夢
。

そ
れ
は
人
と
人
と
を
紡
ぐ
こ
と

❶信金の森での打合せの様子。こだわりのメニューや内容について
毎日意見交換を行います。❷作成途中のメニュー表。お客さんが見
やすいように数回作り直し、オススメメニューは毎週作り変えてい
る。❸お世話になっているホテルシェーネスハイム金山の髙橋忠雄
支配人（左）と庄司大寛副支配人（右）。❹美しい自然に囲まれたホ
テルシェーネスハイム金山。

❶落ち着いた雰囲気の内装は「hüt te」を訪れ
る全ての人に特別な時間を与えます。❷各テー
ブルにはランプやキャンドルが置かれている。
❸おすすめはカウンター席。大友さんや澤野さ
んとの会話が楽しめます。

たかはし ただお

しょうじとものり

人々の交流の拠点として
Kamuro hütteが紡ぐひとの縁
宮城県仙台市から移住し、金山町でのくらしを始めた２人が
CAFÉ＆BAR「Kamuro hütte」を開業した理由とは。

人と人とを紡ぐ「縁結び」からひも解く地域の未来について。

大友　淳
キャンプ、バイク、スノーボード、釣
りなどのアウトドアが趣味。雇用創出、
地域の場づくりのため金山町に移住。
宮城県仙台市出身。

おおとも じゅん

澤野　美香
キャンプ、焚火が趣味。野外で食べる
こと、料理を作ることが好きで「日々
楽しく生きる」をモットーにするチャ
レンジャー。宮城県仙台市出身。

さわの み　か
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　10月12日、金山町立金山中学校のグ ラウンドで第14回めごたま大運動会が開催され

ました。秋晴れのもと開催された運動会 は綱引きや徒競走、障害物競争、リレーなどが行

われたほか、今年度から祖父母と園児 が一緒に走る新競技が加わり、会場は熱く盛り上

がりました。閉会式では金山音頭 が元気いっぱいに披露され、運動会の最後には

「未来に向かって飛んでいけ」のかけ声で、カラフルな

風船が空いっぱいに飛ば されました。

園児たちが制作した
風流「はなさかじいさん」

❶伊藤遥都さん（左）と森光咲さん（右）　❷建築設計企画　❸「丘の上の
漬物やさん」の模型。１階には丘をイメージしたオープンスペースと漬
物加工場、２階には漬物カフェ、３階には住宅スペースを配置。斬新な
空間分割を採用した職住一体の設計。

❶左から長澤蓮さん、長倉
海音さん、松田伊織さん、
佐藤英司町長
❷多くの来場者で賑わう展
示会会場
❸新庄神室産業高校３年生
が制作したジオラマ。

▲３月14日　令和６年度金山町立金山中学校　
　第78回卒業証書授与式　卒業生35名

▲3月18日　令和６年度金山町立金山小学校　
　第78回卒業証書授与式　卒業生37名
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月７日から11日にかけて北海道名寄市なよろ健康の森クロスカントリーコースで第74回全国高等学校スキー大会が
開催されました。「男子10㎞フリー」では新庄南高等学校金山校３年小沼永輝さん（下向）が７位、新庄北高等学校

１年矢口琥太郎さん（柳原）が10位に入賞しました。「男子10㎞クラシカル」では新庄南高等学校金山校１年金丸拓寛さん（七
日町）が９位、また、「男子４×10㎞リレー」では金山町からかけつけた大応援団の熱い声援のなか、山形県から２校が出場
し新庄南高等学校金山校は１走落合信輝さん（２年・七日町在住）、２走金丸拓寛さん（１年）、３走小沼永輝さん（３年）、４走
三上琉さん（１年・入有屋）で６位、新庄北高等学校は２走柿崎仁さん（２年・七日町）、３走矢口琥太郎さん（１年）で８位と両
校が入賞という結果を残しました。

２

２

M
a
ch
i 
n
o
 W
a
d
a
i

M
a
ch
i n
o
 W
a
d
a
i

❶インターハイリレー応援団の
皆さん　
❷リレー金山校１走 落合選手
❸リレー新庄北３走 矢口選手
❹リレー金山校３走 小沼選手
❺リレー新庄北２走 柿崎選手
❻リレー金山校２走 金丸選手
❼リレー金山校４走 三上選手

こぬま と　き

おちあいのぶゆき

かきざき じんみかみ れん

やぐち こたろう かなまるたくひろ

今年も熱い金山のスキー！　各種大会の結果を報告

月７日、最上総合支庁で最上地域農林水産業若
者賞表彰式が行われ、金山町森林組合の高倉智

さん（新庄市）が林業分野で農林水産業若者賞を受賞しま
した。高倉さんは金山町森林組合で、地域課題である林業
の担い手不足や現場技術者の高齢化に対応するため、ICT
技術やデジタル技術を林業に取り入れ、作業効率化や森林
の見える化に取り組まれています。また、森林・林業への
興味関心を育む活動を積極的に行い、次世代の人材育成に
貢献するとともに、地域の若手林業者のリーダーとして活
躍されています。

さとしたかくら

高倉智さんが令和６年度最上地域
農林水産業若者賞を受賞

令和６年度最上地域畜産関係
共励会表彰式

月４日から７日にかけて長野県野沢温泉村南原クロスカントリーコースで開催された第62回全国中学校スキー大会
では、金山中学校３年神沼天希さん（七日町）が「男子５㎞フリー」で10位に入賞しました。また、２月７日に行わ

れた「男子４×５㎞リレー」では金山中学校３年大場宥誠さん（下中田）が２走、３年神沼天希さん（七日町）が3走で山形県
男子チームに選抜され６位入賞しました。また、２年小野葉月さん（山崎）が１走、１年神沼希歩さん（七日町）が4走で山形
県女子チームに選抜され８位入賞しました。

月18日、山形県庁で令和６年度山形県スポーツ
賞・山形県スポーツ協会表彰授賞式が開催され、

金山健康ふれあいスポーツクラブ（会長　幅野宏一）が地
域スポーツ振興賞を受賞しました。金山健康ふれあいスポ
ーツクラブは長年にわたり町民へのスポーツの推進を図
り、スポーツ振興へ寄与。また、青少年健全育成や健康推
進など、スポーツを通して様々な分野で活躍し、地域社会
の形成に寄与してきたことが高く評価されました。

２
はばの こういち

月22日から23日に秋田県大館市ニプロハチ公ド
ームで令和６年度第24回東北６県対抗中学生イ

ンドアソフトテニス大会が開催され、東北の各県から選抜
された選手が集まり競技が行われました。金山町からは山
形県代表として柴田結月さん（七日町）と佐藤嘉乃さん（板
橋）が出場し、女子団体で３位に入賞しました。今後の活
躍も期待しています。

２
しばた ゆ　ず さとう よしの

山形県スポーツ賞・
山形県スポーツ協会表彰授賞式

東北６県対抗で３位入賞
中学生インドアソフトテニス大会

２ 月18日、新庄市の県農業総合研究センター畜産
研究所で最上地域の畜産農家を対象に肉用子牛

出荷、牛枝肉、乳質改善の共励会表彰式が行われました。
この表彰式は最上地域農業・畜産振興協議会が主催し、各
共励会で高い評価を受けた最上地域の和牛繁殖農家、肥育
農家、酪農家の上位入賞者をたたえました。金山町からは、
対象戸数40戸、頭数163頭のうち「肉用子牛出荷共励会
第３部」で笹原一徳さん（安沢）が、第２位を受賞されま
した。今年度の共励会の審査講評では、牛の飼養管理技術
の高さが評価されました。

ささはらかずのり

２
▲笹原一徳さん（上段左から３番目）▲高倉智さん（前列右から２番目）

▲柴田結月さん（左）、佐藤嘉乃さん（右）▲授賞式に出席した幅野宏一会長

かみぬま てんき

かみぬま き　ほ

おおば ゆうせい

お　の はづき

❶山形県の中学生選手　❷山形県リレーメンバー　❸男子フリー 10位入賞 神沼選手　❹男子リレー大場選手から神沼選手へ

◀
２
月
23
日
開
催
の
第
68
回
白
銀
少
年
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
で
は
町
内
外
の
小
学
生

約
40
名
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

◀
２
月
13
日
か
ら
16
日
、
秋
田
県
鹿
角
市

で
開
催
さ
れ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
リ

レ
ー
に
出
場
し
た
３
名
。
右
側
か
ら
、
大

場
顕
真
さ
ん
、
髙
橋
灯
里
さ
ん
、
髙
橋
佳

奈
子
さ
ん
。
こ
の
他
に
も
沢
山
の
町
内
選

手
が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

ば

お
お

け
ん
し
ん

た
か
は
し
あ
か
り

た
か
は
し

な
　
こ

か



新しい町道除雪機を納車　
より安全で丁寧な除雪を心がけます

継続した献血活動に感謝
町から感謝状が贈呈されました

　２月１７日、金山町除雪ステーションで納車式が行われ、
ロータリ除雪車（除雪幅2.6ｍ）の車両１台が納車されま
した。佐藤町長は「安全で効率的な町道除雪を継続して
ほしい」と想いを述べ、井上秋彦 町道除雪班長（地境）
に除雪機の鍵を手渡しました。納車された除雪車は、納
車日翌日から稼働を開始。１号車として、町内でも特に
降雪量の多い有屋地域の通常除雪を主に担当します。ま
た、道路の幅出しや排雪作業などで使用し、安全に通行
できる道路環境づくりに役立てられます。

　３月３日、継続して献血活動にご協力いただいている
４名の方に町から感謝状が贈呈されました。感謝状が贈
呈されたのはこれまで30回献血をされた佐藤洋美さん
（下野明）、加藤智一さん（新庄市）、10回献血をされた
長倉 潤さん（荒屋）、阿部辰紀さん（羽場）です。血液は
人工的に造ることができず、長期保存もできないため、
皆さんのご協力が尊い命を繋ぐ力になります。町では今
後も献血事業を計画しています。ぜひご協力をお願いし
ます。

さとう ひろみ

かとう ともかず

ながくら じゅん あ　べ たつのり

いのうえあきひこ

▲安全祈願の様子▲左から佐藤洋美さん、加藤智一さん、佐藤英司町長、
　長倉潤さん、阿部辰紀さん

町政ＮＥＷＳお知らせ掲示板

空き家の適正管理と利活用・除却について

　空き家は個人の財産であり、所有者等が適正に管理することが原則です。周辺の住環境に悪影響を及ぼさないよ
う、下記の点について注意いただき、適正管理についてお願いします。
① 発生予防…居住段階から現住宅の将来を考え必要な準備を。長期利用、相続登記等を適切に行ってください。
② 適正管理…空き家となった場合は、周辺の住環境に悪影響を及ぼさないよう適正に管理を行ってください。
③ 除　　却…空家を除去（取り壊し）する事で周辺住民等の安全・安心な住環境が確保されます。町では、空き家

等の除却に要する工事費に対する助成制度を設けております。※金山町修景形成助成金（除却補助
金）の第１回目の申請期限は令和７年４月３０日（水）になりますので、申請を検討される方は下記担
当までご連絡ください。

④ 利 活 用…中古住宅市場の活性化、定住促進が図られます。町では空き家・空き地バンク制度を設けております。
また、空き家バンク登録されている物件等を購入する場合は、購入費に対する補助金（金山町空き家等
購入費補助金）を設けておりますので、利活用又は購入を希望される方は下記担当までご連絡ください。

【問合せ】　役場環境整備課  管理係　☎29－5627

ホットハウスカムロ建て替えの進捗状況について

　令和５年９月に「新築する方針」を示して
いたホットハウスカムロについて、これまで
基本的な構想を検討してきましたが、令和７
年２月に現行施設の入り口部分にあるロータ
リーと駐車場の場所に建築する方向といたし
ました。構想を検討する際、町民・利用者ア
ンケートなどにご協力いただきありがとうご
ざいました。
　現在基本設計を進めており、建築予定地の
測量などを実施し、具体的な設計作業に取り
組んでいるところで、令和９年度中のオープ
ンを目指しています。具体的な工事期間は、
設計や発注時期により変動します。
　なお、現行施設については、工事期間中も
営業し、新施設での営業開始後に解体する予
定です。

景
観
助
成
金
の
補
助
対
象
を
拡
充

　
街
並
み
景
観
助
成
金
は
、
金
山
住
宅
の

新
築
時
や
、
屋
根
の
色
彩
変
更
等
に
対
し

助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
金
山
町
街
並
み
景
観
形
成
基
準
に
合
致

す
る
建
物
等（
金
山
住
宅
等
）が
、
町
内

業
者
を
活
用
し
た
外
壁
塗
装
工
事（
屋

根
、
外
壁
、〔
杉
板
張
り
、
白
壁
部
に
限

る
〕、
木
塀
、
木
柵
等
）を
行
う
場
合
も
、

助
成
対
象
と
し
て
拡
充
い
た
し
ま
す
。※

金
山
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
と
の

併
用
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
が
、
時
期
・
内

容
等
に
よ
り
、
全
く
別
の
工
事
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
併
用
可
能
で
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
金
山
住
宅
等
が
行
う

外
壁
塗
装
工
事
に
係
る
補
助
金
額
】

▼
補
助
率
１
／
３　
▼
上
限
額
１５
万
円

問　
役
場
環
境
整
備
課　
建
設
・
景
観
係

　
　
☎
29

－

5
6
2
8

お詫びと訂正

【問合せ】　役場産業課  商工観光係　☎29－5640

▲新施設で想定している建築場所、建物の外観などのイメージ

新施設の想定位置

　広報かねやま３月号16ページに以下
の通り誤りがありました。お詫びすると
ともに、訂正させていただきます。

【誤】　藤山　睦子 さん

【正】　藤山　睦子 さん

ふじやま むつこ

ふじやま ちかこ

広報かねやま　2025.4 ⑩広報かねやま　2025.4⑪

株式会社バイタルネットと連携協定を締結
金山町の健康増進を強化

羽場地区の絆を深める夜
地域の願いを込めた羽場地区御歳灯

　２月10日、町が株式会社バイタルネットと「健康増
進等に関する連携協定」を締結しました。協定は、町民
の健康課題とニーズに合わせたより効果的な事業展開が
できるよう、当該会社が生活習慣病などの疾患啓発事業
における講師派遣や健康づくり啓発のためのイベントに
おける健康関連機器のレンタル、健康づくりを促進する
ための情報提供などの協力を行うものです。このことを
含めて、町はこれまで以上に幅広く、多くの町民の方々
の健康増進に繋がる事業を展開していきます。

　２月１６日、羽場地区で御歳灯が開催され、地区の子
供からお年寄りまで多くの住民が参加しました。１８時
に点灯式が行われ、地域住民の健康と安全、子供たちの
健やかな成長を祈りました。御清めの後には降り続いて
いた雨もすっかり上がり、持ち寄ったお札や破魔矢を焚
き、高く燃え上がった御歳灯の火を見守りながら、地区
公民館でふるまわれた甘酒やコンニャクを味わいながら、
心も体も温まる時間となりました。

▲株式会社バイタルネット齋藤康範新庄支店長（左）、
　佐藤英司町長（右）

▲御歳灯を囲む羽場地区住民 さいとうやすのり



ー
わ
た
し
と
金
山
ー

林
　
寛
治

か
ん
　
じ

雑
感（
１
）金
山
ま
ち
づ
く
り

活
性
化
を
め
ざ
し
て

№27

　
わ
が
母
の
郷
里
、
金
山
町
が
町
制
百
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
50
%
の
金
山
人
と
し
て
、
ま
た

金
山
町
街
並
み
景
観
審
議
会
専
門
委
員
の
立
場

か
ら
、
こ
こ
に
改
め
て
、
お
慶
び
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
先
に
佐
藤
町
長
か
ら
、
荘
内
銀
行
金
山
支
店

が
撤
退
し
、
建
物
を
金
山
町
が
購
入
さ
れ
た
こ

と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
使
用
目

的
は
未
定
と
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
な
り
に

感
じ
た
こ
と
を
記
し
て
み
ま
す
。

　
金
山
町
の
格
調
を
高
め
る
意
味
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
城
と
し
て
、
今
日
ま
で
い
さ
さ
か
居

候
的
に
あ
ち
こ
ち
移
動
し
た
「
金
山
町
教
育
委

員
会
」
が
1
階
に
来
る
こ
と
で
、
教
育
・
文
化

活
動・ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
、役
場
至
近
で
あ
り
、

金
山
小
学
校
と
金
山
中
学
校
の
中
間
に
位
置
す

る
こ
と
で
、
町
の
教
育
に
対
す
る
姿
勢
が
緻
密

で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
2
階

に
つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
ぽ
す
と
図
書
コ
ー
ナ
ー

の
荷
重
過
多
で
ご
婦
人
連
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
出

来
な
い
状
態
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教

委
の
2
階
な
ら
ば
、
読
書
教
育
も
含
め
た
力
と

し
て
伝
わ
り
ま
す
。
通
学
用
バ
ス
が
納
ま
る
ス

ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
自
ず
か
ら
完
結
し
た
施

設
と
し
て
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
東
京
に

例
え
れ
ば
、
銀
座
4
丁
目
の
交
差
点
と
同
格
で

あ
る
場
所
に
教
育
文
化
の
城
が
あ
る
と
な
れ
ば
、

雑
音
が
あ
っ
て
も
時
代
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
教
委
は
金
山
の
話
題
性
を
増
す
で
し

ょ
う
。

　
高
規
格
道
路
開
通
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
欧

米
の
自
動
車
旅
行
を
通
じ
て
の
経
験
か
ら
い
う

と
、
都
市
・
農
村
部
共
に
、
来
訪
者
の
車
は
そ

の
町
の
中
央
で
は
な
く
周
辺
に
誘
導
す
る
の
が

原
則
で
す
。
今
や
町
・
都
市
中
心
部
が
車
で
埋

め
尽
く
さ
れ
る
時
代
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

場
所
を
取
り
、
街
並
み
景
観
を
壊
す
か
ら
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
も
町
や
通
り
を
歩
か
な

い
と
、
町
を
訪
れ
る
人
々
が
、
何
も
見
な
い
、

買
わ
な
い
、
食
べ
な
い
、
飲
ま
な
い
か
ら
な
の

で
す
。
高
規
格
道
路
の
出
口
に
店
・
道
の
駅
が

あ
れ
ば
、
町
に
入
ら
な
い
で
U
タ
ー
ン
さ
れ
ま

す
か
ら
、
町
の
盛
り
場
を
横
目
に
見
た
広
が
り

の
先
、
又
は
奥
に
駐
車
場
や
地
産
の
店
、
ト
イ

レ
等
を
お
い
て
、
街
中
を
充
分
に
歩
か
せ
、
帰

り
に
駐
車
場
脇
で
地
産
の
生
鮮
食
品
な
ど
を
買

う
の
で
す
。
高
規
格
道
路
の
入
れ
方
、
出
方
の

演
出
が
町
の
興
亡
を
左
右
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
金
山
町
民
が
誇
り
と
す
る
、
13
号
線
上
台
峠

か
ら
の
導
入
す
る
、
仕
掛
け
、
信
号
、
案
内
板

な
ど
を
熟
考
工
夫
し
て
金
山
町
内
外
を
楽
し
む

ル
ー
ト
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
野
球
場
は
古
く
は
車
で
は
な
く

電
車
・
地
下
鉄
で
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
か

ら
人
が
ど
っ
と
出
る
程
度
の
広
が
り
で
フ
ァ
ン

の
駐
車
場
は
用
意
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
東
京
の

新
国
立
競
技
場
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
欧
米
の
サ
ッ
カ
ー
場
は
殆
ど
郊
外
で
巾

1
0
0
m
位
の
帯
状
駐
車
場
が
ス
タ
ン
ド
を
ぐ

る
り
と
取
り
巻
い
て
ま
す
。

　
金
山
町
の
場
合
、
以
上
の
諸
条
件
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
の
は
、
旧
金
山
木
材
跡
地
材
積
場
だ

と
思
い
ま
す
。八
幡
公
園
を
横
切
っ
て
、大
堰
・

七
日
町
方
面
、
直
接
十
日
町
へ
、
土
手
沿
い
か

ら
き
ご
こ
ろ
橋
・
羽
場
、
飛
森
、
め
ば
え
、
田

屋
方
面
、
ま
た
面
前
の
有
屋
小
・
有
屋
ダ
ム
。

シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
ま
で
も
ド
ラ
イ
ブ
で
わ
ず

か
で
す
。

　
旧
金
山
木
材
跡
地
材
積
場
は
金
山
町
の
地
産

生
鮮
農
産
物
、
生
花
と
地
産
産
品
売
り
場
を
設

け
、
町
民
と
町
内
散
歩
を
終
え
て
帰
途
に
付
く

乗
用
車
や
大
型
バ
ス
で
訪
町
し
た
人
々
が
、
余

裕
を
も
っ
て
買
い
物
が
で
き
る
場
所
と
し
て
最

適
で
す
。

　
既
に
存
在
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ス

タ
ー
ト
地
点
と
し
て
町
内
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
町

内
マ
ラ
ソ
ン
等
町
外
の
市
町
村
に
向
け
て
も
春

夏
は
ま
ち
な
か
か
ら
、
冬
期
は
シ
ェ
ー
ネ
ス
か

ら
町
後
援
の
町
制
百
年
記
念
催
事
と
し
て
発
信

す
る
こ
と
は
、
金
山
町
な
ら
で
は
と
共
感
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
庄
市
の
県
立
病
院
が
金
山
町
側
に
新
築
さ

れ
緊
急
時
に
も
よ
り
一
層
便
利
に
な
っ
た
こ
と

を
確
認
し
て
、
金
山
診
療
所
の
役
割
も
、
よ
り

身
近
な
「
ホ
ー
ム
・
ド
ク
タ
ー
」
診
療
を
担
っ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
東
京
都
心
部
で
は

10
年
以
上
前
か
ら
、
分
担
医
療
が
常
識
と
な
っ

て
お
り
、
自
治
体
か
ら
の
定
期
健
診
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
と
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
な
ど
、
す
べ

て
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
・
リ
ス
ト
（
診
療
科
別
）
に

よ
っ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
余
地
が
で
き
た
金
山
診
療
所
は
、
緊

急
災
害
時
避
難
施
設
と
特
別
介
護
施
設
を
合
わ

せ
た
、
金
山
町
独
自
の
機
能
を
国
の
縦
割
り
行

政
を
凌
駕
し
活
用
目
的
を
分
割
創
出
す
る
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
も
期
待
し
ま
す
。

老
人
た
ち
と
、
子
供
と
若
者
た
ち
の
声
が
響
く

金
山
町
の
姿
を
期
待
し
ま
す
。

▲国道13号上台峠から初雪の金山を望む（2017年・林撮） ▲旧金山木材跡地から八幡公園北口を入り町なかへ、
　公園中央部から奥を振り返る（片山教授デザイン）

広報かねやま　2025.4 ⑫広報かねやま　2025.4⑬

洪
水
浸
水
想
定
区
域
と
土
砂
災
害

警
戒
区
域
が
見
直
さ
れ
ま
す
！

　
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
山
形
県
内
で
は
、
令
和
４
年
１２
月

に
鶴
岡
市
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
ま

た
、
令
和
６
年
７
月
に
は
前
線
に
伴
う
大
雨
が
最

上
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。
国
は
、
頻
発
す
る
災
害

を
受
け
、
令
和
３
年
に
水
防
法
を
改
正
し
、
こ
れ

ま
で
「
水
防
法
上
重
要
な
河
川
（
主
に
１
級
河
川

※
１
）」
と
し
て
い
た
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
対

象
範
囲
を
「
す
べ
て
の
１
級
河
川
及
び
２
級
河
川

※
２
」
に
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
形
県
は
、

鶴
岡
市
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
な
ど
を
受
け
、
も

と
も
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
傾
斜
地
な
ど
に
つ
い
て
も
独
自
に
調
査
を

行
い
、
土
砂
災
害
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
「
新
た
な
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
箇
所
※
３
」
と
し
て
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
金
山
町
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
国
と
県
の
見
直

し
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
中
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
を
行
い
、
町
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
な
ど

へ
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
河
川

や
急
傾
斜
地
が
増
え
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

が
拡
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
新
し
い
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
際
に
は
、
ご
自
宅

の
周
り
や
お
住
い
の
地
区
な
ど
の
情
報
を
確
認
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町立金山診療所だより　vol.193

っとクリニックほ

スキマ時間で運動を！

前 町立金山診療所
所長　髙橋　鴻志

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
動
作
を
5
回
か

ら
10
回
ほ
ど
繰
り
返
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
で

き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
行
う
こ
と
。
急
い
で
立
ち
上

が
る
の
で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
る
こ

と
で
、
筋
肉
に
し
っ
か
り
負
荷
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
運
動
は
太
も
も
の
筋
肉
を
鍛
え

る
だ
け
で
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
姿
勢
の
維
持

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
に
と
っ

て
は
、
転
倒
予
防
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
動
き
で

す
。「
ち
ょ
っ
と
口
が
寂
し
い
な
」「
何
か
つ
ま
み

た
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
こ
の
ス
ク
ワ
ッ

ト
を
試
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
運

動
を
す
る
こ
と
で
血
流
が
よ
く
な
り
、
気
分
も
ス

ッ
キ
リ
す
る
の
で
、「
な
ん
と
な
く
お
菓
子
を
食

べ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
落
ち
着
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
最
初
は
1
日
数
回
で
も
十
分
で
す
。
大

切
な
の
は
、
お
菓
子
を
食
べ
る
代
わ
り
に
「
立
ち

上
が
っ
て
み
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
。
こ

う
し
た
小
さ
な
習
慣
の
積
み
重
ね
が
、
健
康
維
持

に
つ
な
が
り
ま
す
。
気
づ
け
ば
、
ス
キ
マ
時
間
が

運
動
時
間
に
変
わ
り
、
自
然
と
体
を
動
か
す
こ
と

が
日
常
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
つ
い
食
べ
て
し
ま
う
お
菓
子
は
、
実
は
「
な
ん

と
な
く
」
の
習
慣
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。
で
も
、
そ
の
時
間
を
ち
ょ
っ
と
し
た
運

動
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
健
康
的
な
習
慣
に
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が

り
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ら
、
手
軽
に
で
き
て
効
果
も
抜

群
。
ま
ず
は
今
日
か
ら
、
お
菓
子
を
食
べ
る
前
に

「
立
ち
上
が
っ
て
み
る
」
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
仕
事
の
合
間
や
家
で
く

つ
ろ
い
で
い
る
と
き
、
つ
い
お
菓
子
に
手
が
伸
び

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
ち
ょ
っ
と

だ
け
な
ら
…
」
と
思
っ
て
食
べ
始
め
た
の
に
、
気

づ
け
ば
袋
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
た
、
な
ん
て
経

験
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
何
気
な
く
ス
キ
マ
時
間
に
お
菓
子
を
つ
ま

む
習
慣
が
つ
い
て
し
ま
う
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
り
、
体
重
増
加
や
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。
で

も
、「
何
か
し
た
い
な
」
と
思
う
そ
の
気
持
ち
、

実
は
運
動
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
ん
で
す
。
お
菓

子
を
つ
ま
む
代
わ
り
に
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
、
椅
子
か
ら
の
立
ち

上
が
り
動
作
を
使
っ
た
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ

は
特
別
な
道
具
も
必
要
な
く
、
ど
こ
で
も
手
軽
に

で
き
る
運
動
で
す
。
や
り
方
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
、
ま
ず
椅
子
に
浅
く
座
り
ま
す
。
背
も
た
れ
に

は
寄
り
か
か
ら
ず
、
足
を
し
っ
か
り
床
に
つ
け
た

状
態
で
姿
勢
を
正
し
ま
す
。
次
に
、
ゆ
っ
く
り
と

立
ち
上
が
り
ま
す
。
膝
に
し
っ
か
り
力
を
入
れ
、

グ
ッ
と
押
し
上
げ
る
よ
う
に
立
ち
ま
す
。
完
全
に

立
ち
上
が
っ
た
ら
、
今
度
は
ゆ
っ
く
り
と
座
り
ま

す
。
こ
の
と
き
、
ド
ス
ン
と
勢
い
よ
く
座
ら
な
い

防災
コラム

　
新
た
な
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の
イ
メ
ー
ジ
図
　

※
網
掛
け
部
分
が
今
回
の
追
加
箇
所

【
注
釈
】

※
１　
１
級
河
川
と
は
国
土
の
保
全
又
は
国
民

の
経
済
上
の
観
点
か
ら
特
に
重
要
と
国

土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
河
川
（
金
山

川
・
上
台
川
な
ど
）。

※
２　
２
級
河
川
と
は
１
級
以
外
の
河
川
で
公

共
の
利
害
に
重
要
な
関
係
が
あ
る
と
都

道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
河
川
（
枡
沢

川
な
ど
多
数
）。

※
３　
新
た
な
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
箇
所
と
は
今
後
詳
細
な
調
査
を

実
施
し
、土
砂
災
害
警
戒
区
域（
黄
・
赤
）

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
箇
所
（
調
査
の

結
果
に
よ
っ
て
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

　
髙
橋
先
生
は
３
月
３１
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
、
４
月

か
ら
は
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
５
月
か
ら
お
よ
そ
３
年
間
、
所
長
と

し
て
勤
務
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
任
と
し
て
、
日
本
海

八
幡
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
診
療
所
か
ら
今
井
洋
汰
医
師
が
所

長
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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４
月

新
刊
本

図　書　室　だ　よ　り
　
映
画
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑

み
、
最
終
審
査
ま
で
残
っ
た
井
上

立
夏
は
、
他
の
候
補
者
で
あ
る
四

人
の
少
女
と
と
も
に
ロ
ケ
地
と
な

る
孤
島
に
降
り
立
つ
。
こ
こ
で
台

本
に
書
か
れ
た
演
技
を
す
る
よ
う

監
督
に
指
示
さ
れ
る
が
、「
島
に

残
る
の
は
、君
た
ち
五
人
だ
け
だ
」

と
言
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
は
姿
を
消

し
て
し
ま
う
。
受
け
取
っ
た
台
本

に
書
か
れ
て
い
た
の
は
・・・
？

　
三
桁
の
電
話
番
号
、洗
濯
表
示
、

猫
と
犬
の
毛
色
、
柄
の
名
前
な
ど

を
眺
め
る
だ
け
で
楽
し
く
学
べ
る

イ
ラ
ス
ト
教
養
雑
学
本
。
知
っ
て

お
き
た
い
様
々
な
知
識
が
か
わ
い

い
図
解
で
一
冊
に
。
き
ち
ん
と
知

り
た
い
な
と
心
の
奥
底
で
思
っ
て

い
る
知
識
が
、
セ
ン
ス
良
い
レ
イ

ア
ウ
ト
で
記
載
。
ち
ょ
っ
と
し
た

豆
知
識
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

知
り
た
い
こ
と
図
鑑

み
っ
け
／
K
A
D
O
K
A
W
A

そ
し
て
少
女
は
、
孤
島
に
消
え
る

彩
坂
美
月
／
双
葉
社

　「地球。この大きな乗り物に乗って、僕たちは宇宙
を旅している」著書は、実に短い言葉の中に作者の大
きな宇宙観や地球についての知識が凝縮されていま
す。私たちが暮らすこの星、地球が絶妙のバランスの
もと、自転や公転、引力など地球と宇宙の仕組みをス
ケールの大きな絵と言葉で学べる。地球についてきち
んと勉強する前に読むことをお勧めします！

ちきゅう
作：Ｇ・ブライアン・カラス

森の子ども図書
№231

＼今月は８冊！／
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な
が
ら
、
徐
々
に
悩
み
や
不
安
が

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
1
年
間
、

町
民
の
方
々
や
役
場
の
方
々
、
そ

し
て
協
力
隊
の
仲
間
に
支
え
ら
れ

て
活
動
出
来
た
と
実
感
し
、
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
金
山
町
に
は
、
ま
だ
ま
だ
自
分

の
知
ら
な
い
魅
力
が
沢
山
あ
る
事

に
も
気
が
つ
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
金
山
町
町
制
施
行
１
０
０
周
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
1
年

間
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
て
、
金

山
町
に
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し

一
人
で
も
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ

て
頂
け
る
よ
う
に
、
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
言
葉
で
「
一
燈

照
隅
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
、
こ

の
気
持
ち
を
大
切
に
、
今
後
と
も

皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
金
山
町
を
明
る
く
照
ら
し
て
い

け
る
よ
う
挑
戦
し
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
大
友
淳
で
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
「
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
神
室
エ
リ
ア
一
帯
の
魅
力

化
と
P
R
」
の
活
動
を
中
心
に
行

っ
て
い
ま
す
。
9
月
の
広
報
金
山

で
は
活
動
の
一
部
を
大
き
く
取
り

上
げ
て
頂
き
、
町
民
の
方
々
に
は

顔
と
名
前
を
覚
え
て
頂
く
機
会
に

な
り
、
沢
山
声
を
か
け
て
も
ら
い

有
難
く
思
い
ま
す
。
こ
の
1
年
間

を
振
り
返
る
と
正
直
あ
っ
と
い
う

間
に
感
じ
ま
し
た
。
活
動
当
初
は
、

ど
の
様
に
神
室
エ
リ
ア
の
魅
力
を

P
R
し
、
ど
の
様
に
沢
山
の
方
々

に
伝
え
ら
れ
る
か
、
足
を
運
ん
で

も
ら
え
る
か
、
な
ど
大
変
悩
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
協
力
隊

と
し
て
2
か
月
経
っ
た
頃（
６
月
）

に
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
金
山
1
階

に
て
カ
ム
ロ
ヒ
ュ
ッ
テ
を
オ
ー
プ

ン
し
、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
不
安
な
こ
と
や
悩
ん
で
い

た
こ
と
が
少
し
ず
つ
解
消
し
て
い

き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
の
目
的
は

宿
泊
者
や
観
光
に
訪
れ
た
方
々
に

金
山
町
の
魅
力
を
伝
え
る
場
所
を

つ
く
る
事
で
し
た
。
い
ざ
ス
タ
ー

ト
す
る
と
町
民
の
方
々
は
じ
め
役

場
の
方
々
も
沢
山
利
用
し
て
頂
き
、

勿
論
観
光
客
も
で
す
け
ど
、
そ
の

方
々
と
お
話
し
を
さ
せ
て
も
ら
い

電
線
が
大
き
く
揺
れ
て
春
一
番

今
は
無
き
踏
俵
見
ゆ
資
料
館阿

部
　
一
代

軒
下
の
ガ
サ
ッ
と
崩
れ
て
雨
水
な
り

春
兆
す
モ
ルック
弾
け
る
地
区
セ
ン
タ
ー

星
川
　
キ
エ
子

降
る
雪
が
雨
に
変
り
て
春
き
ざ
し

日
差
し
受
け
鉢
の
蕾
も
花
と
化
す

岸
　
　
昭
子

寒
の
内
月
影
薄
く
窓
に
入
る

か
わ
た
れ
や
雪
崩
落
つ
屋
根
軋
む
音

高
橋
　
洋
子

砂
吐
ひ
て
呟
く
気
泡
寒
蜆

軒
氷
柱
月
の
青
さ
に
育
ち
け
り

鵜
沼
　
よ
し
子

連
山
の
眠
り
を
ほ
ど
き
春
立
て
り

四
阿
へ
香
降
り
止
ま
ず
枝
垂
梅

栗
田
　
弥
超

水
仙
花
蕾
の
膨
ら
み
明
日
を
待
つ

亡
き
友
へ
望
郷
仰
ぐ
春
彼
岸

白
山
に
大
輪
咲
か
す
冬
花
火

荒
屋
　
阿
部
　
勝
子

朝
寝
し
て
小
走
り
急
ぐ
春
の
道

今
日
一
日
終
へ
て
家
路
の
星
月
夜

春
日
長
輪
投
夢
中
に
時
忘
る

荒
屋
　
関
　
喜
美
子

和
わ
ら
か
く
小
鳥
囀
る
春
の
庭

雪
山
を
親
子
で
駆
け
る
白
兎

増
水
の
川
辺
を
叩
く
猫
柳

菅
越
　
庄
司
　
け
み
子

春
み
ぞ
れ
逢
ひ
た
き
人
を
遠
く
せ
り

身
の
丈
に
合
は
す
生
方
梅
の
花

立
春
を
告
げ
し
朝
の
陽
射
か
な

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

廃
屋
の
崩
れ
母
屋
に
雪
の
嵩

豪
雪
も
四
温
の
風
に
遠
ざ
か
る

冬
囲
ひ
解
き
て
狭
庭
の
青
い
空

上
台
　
阿
部
　
一
歩

ふ
み
だ
わ
ら

き
し
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【図書コーナー】　金山町中央公民館内　９時～１７時

交流サロンぽすと
月～金　12時30分～17時まで
※祝・盆・正月は休み

◀こちらから東京金山会の
　ページにアクセスできます

　
今
年
で
66
回
目
を
迎
え
る 

東

京
金
山
会
総
会
・「
ふ
る
さ
と
を

語
る
集
い
」 

を
、
令
和
７
年
６
月

15
日（
日
）に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
第
65
回
記
念
総
会
は
、

町
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

も
あ
り
、
大
変
盛
大
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
、
昨
年
に
負

け
な
い
充
実
し
た
会
と
な
る
よ

う
、
役
員
一
同
、
年
明
け
か
ら
本

格
的
な
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
会
場
は
昨
年
と
同
じ
「
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
日
暮
里 

ラ
ン
グ
ウ
ッ

ド
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
り
、

新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
り

と
、
参
加
者
同
士
が
ふ
る
さ
と
を

共
に
語
り
合
え
る
ひ
と
と
き
。
ま

た
、
第
2
部
の 「
ふ
る
さ
と
を
語

る
集
い
」 

で
は
、
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族

や
知
人
の
方
々
へ
、
ぜ
ひ
、
お
声

が
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
み
、
仲
間

と
語
ら
う
ひ
と
と
き
。
金
山
出
身

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
金
山
に
ご
縁

の
あ
る
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方

の
ご
来
訪
を
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【問合せ】　東京金山会 広報担当　藤山善夫　☎080－5525－0435　mail：fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

第66回 東京金山会総会 「ふるさとを語る集い」のご案内

▶
昨
年
開
催
さ
れ
た
東
京
金
山
会
総
会

　
「
ふ
る
さ
と
を
語
る
集
い
」
の
様
子

◀日々の活動の様子は
　Instagramで発信中です

昨年度協力隊として
活動をしてみて

地域おこし協力隊　大友　淳

お
お
と
も
じ
ゅ
ん

▶
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

大
友
淳（
右
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

澤
野
美
香（
左
）



祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 4,678人 （２月末現在）
男　性　2,303 人（－４）
女　性　2,375 人（－２）
世帯数　1,678 世帯

▼２月の異動
　出生 0　人
　死亡 8　人
　転入 4　人
　転出 2　人
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令
和
６
年
度
も

広
報
か
ね
や
ま
を

ご
覧
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和

５
年
４
月
に
広
報
担
当
者
に
な
っ

て
約
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
１
年

目
は
記
事
の
制
作
に
苦
戦
し
な
が

ら
試
行
錯
誤
す
る
毎
日
で
し
た
が
、

気
づ
け
ば
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
全
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
新
年
度
も
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
町
か
ら
の
情
報
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
最
後
に
、
季
節
の
変
わ

り
目
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康

に
気
を
付
け
て
、
心
地
よ
い
春
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集

 

後
記

　この度、県に復帰することとなり、３月31日を
もって副町長を退任しました。町民の皆様には、２
年間大変お世話になりました。先日、自分の車を掃
除していたところ、金山町内のコンビニのレシート
（昼ご飯か？）が出てきました。日付は令和５年３
月22日（水）12時52分。平日の金山になぜ来たのか
記憶をたどると、この日が打合せで金山町役場を訪
れた最初の日だったと気づきました。そこから早や
２年が経過し、やっと町の歌も歌えるようになった
頃に退任することになってしまいましたが、町民の
皆様には、町制施行100周年行事など、様々な場面
でご一緒させていただき、本当にありがとうござい
ました。佐藤町長を先頭に、町民の皆様からご意見

をいただきながら、町職員とともに副町長として町づくりに携わることができたのは、私にとって得難い貴重な経
験でした。日々職務に精一杯取り組んできましたが、取り組みの途中で成果がまだ見えていない事業もあり、町民
の皆様の期待に十分に応えることができなかったところもあると感じています。町は今年１月１日に町制施行100
周年を迎えましたが、人口減少時代に入り、地域社会を形成してきた様々な社会基盤の維持が困難になってきてい
ます。このため、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）やグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）など、
社会システム全体の変革に取り組んでいくことが喫緊の課題となっております。そのような中、行政には将来にわ
たり町民の皆様の豊かな暮らしを守る責務があります。「美しい自然　清い心の町　金山」を継承しつつ、次の
100年先を見据え、持続可能で希望の持てる行財政運営に向け、町職員一丸となって人口減少対策をはじめ様々な
課題に熱意と行動力を持って着実に取り組んでおります。町民の皆様には、佐藤町長とともに、「みんなが主役、
みんなの故郷（ふるさと）、金山町」～住んでよし、訪ねてよしのまちの実現～を目指していただけるようお願い
申し上げます。最後に、改めて金山町の皆様に感謝を申し上げるとともに、なお一層のご多幸とご健勝をお祈り申
し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

２年間大変お世話になりました。

前 金山副町長　小野　和俊

　小野和俊副町長は令和５年４月１日に副町長に就任され、令和７年３月31日までの２年間、「公平で誠実な
町づくり・オープンでクリーンな町づくり」を目指し、住みよい地域づくりの発展にご尽力いただきました。
心より感謝申し上げます。３月13日、退職願を受理し、３月31日付で退職辞令が交付されました。

副町長退任のご挨拶副町長退任のご挨拶
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